
　教育委員会主催の「令和６年度いきいき大学」が
５月２７日（月）開講しました。
　開講式には３０名が参加し、三浦教育長は「常に
学ぶこと、人とふれ合うことを忘れず、このいきい
き大学が皆さんにとって有意義な時間となれば幸い
です」と挨拶されました。
　また、株式会社あいプラン大

おおつか

塚周
ち か お

雄講師を招き、
「始めよう明るい終活」をテーマに講演が行われ、
参加された方々は、今後の生き方などについて興味
深く聞いていました。

５

27

北海道イエロースターズ田植え体験

いきいき大学開講式

プロバレーボール選手が田植えを体験

今年も始まりました

　町と包括連携協定を結んでいる男子プロバレー
ボールチームの北海道イエロースターズ（札幌市）
の 郡

こおり

浩
ひ ろ や

也選手、岩
いわさき

崎航
こうすけ

佑選手、中
な か や

谷 薫
かおる

選手が５月
２８日（火）沼田町を訪れ、田植えを体験しました。
　今回は郡選手から「田植えをしてみたい」という
希望があり、株式会社そらちこめ工房（木村拓哉代
表）の圃場で田植えを行っていただきました。初め
て入る田んぼに苦戦しながらも、植え方を教えてい
ただき、１株ずつ丁寧に植えていきました。

５

28

沼田町教育長杯争奪パークゴルフ大会
目指せ、優勝！

　第１３回沼田町教育長杯争奪パークゴルフ大会が
６月６日（木）町民パークゴルフ場で開催され、留
萌市や滝川市など町内外から５７名の愛好者が参加
されました。
　開会式で三浦教育長は「町内外からたくさんの方
に参加いただき感謝します。今後もパークゴルフ場
に訪れていただき、競技普及と健康増進に繋げてく
ださい」と話され、参加者は、久しぶりに会う仲間
との親交を深めながら、優勝を目指しました。

６

６
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バレーボール教室 in 沼田町
トップアスリートに学ぼう！

　元全日本女子バレーボール代表の田
た な か し な こ

中姿子選手と
佐
さ の

野優
ゆ う こ

子選手を講師に招いた「バレーボール教室
ｉｎ沼田町」が６月９日（日）沼田町民体育館で開
催されました。
　この教室は奈井江開発株式会社が町内の吉住炭鉱
を立ち上げる際にお世話になった沼田町へ恩返しが
したいと企画され、町内外のクラブチーム７チーム、
小中学生１０７名が参加し、２選手から直接指導を
受けました。
　沼田リトルポプラ主将の横

よこやま

山ひなたさんが選手を代表して、「たくさんの事を教えてくれてあり
がとうございました」とお礼を述べ、田中さんは「自分の意思をボールに伝えて、バレーボールを
楽しんでください」と声を掛けられ、佐野さんは「日本代表選手も小中学校のときは身長が低く、
トスやレシーブを頑張った、皆さんも練習を頑張って」と選手たちにアドバイスをいただきました。

６

９

グリーンルーラルぬまた２１
花で町をきれいに

　沼田町自治振興協議会（長原誠会長）が主催する
グリーンルーラルぬまた２１が６月７日（金）、８
日（土）行われました。
　この事業は、きれいな花で町の景観を彩る取組の
一環として、色鮮やかなマリーゴールド、ペチュニ
ア、ベゴニアが配布され、町内会や団体にご協力い
ただき、地域の花壇や町内施設などに植えられてい
ます。

６

７

夜高パトロール隊出動式
未来を担う可愛い子ども達を事件・事故から守ろう

　夜高パトロール隊の出動式が、６月１０日（月）
ゆめっくる敷地内にて行われました。
　隊員は揃いのチョッキを着て整列し、深川警察署
沼田警察庁舎大

おおしませいじ

島誠司所長は「皆様からのお力添え
をいただき、管内では事件・事故の発生がともに減
少傾向であります。これからも子ども達が安心安全
に暮らせるよう、街頭啓発へのご尽力よろしくお願
いいたします」と挨拶されました。
　隊員は、小

おやなぎけんご

柳健吾巡査部長から交通事故防止に係
る取組の指導を受けた後、それぞれの配置箇所へと
移動し、子ども達の通学を見守りました。

６

10
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　旭川トヨペット株式会社の遠
えんどう

藤 穣
みのる

代表取締役社
長らが役場を訪れ、横山町長にヤエザクラの苗木を
寄贈していただきました。
　この活動は、平成２５年から始まり今年で１１回
目となり、旭川トヨペット株式会社が環境保全・緑
化活動として「人の心に緑の憩いを」というスロー
ガンのもと取組を進めています。
　横山町長は「本町も継続してほたるや雪中米など
環境へ優しい活動に取り組んでいます。今後とも御
社と環境面で良い関係を築いていきたい」とお礼の
言葉を述べました。

　沼田小学校（吉田純一校長）５年生の宿泊学習が
６月１９日（水）、２０日（木）そらち自然学校で
行われました。
　この学習は、自然の中での活動を通して、自然に
親しみ、大切さを感じることや、集団の一員として
活動する力などを育むことを目的としています。
　児童たちは、そらち自然学校のスタッフの指導の
もと、木製スプーン作りや動物のお世話などの野外
活動を行いました。
　また、間伐体験では間伐の大切さや木の切り方、のこぎりの使い方を学んだあと、目の前でスタッ
フがチェンソーを使って切り倒し、木を切ることの難しさや達成感を味わいました。

台
たいわん

湾花
か れ ん け ん

蓮県瑞
み ず ほ ご う

穂郷との友好交流協定式

旭川トヨペットふれあいグリーンキャンペーン

沼田小学校５年生宿泊学習

空知管内では初

人と自然の繋がりを大切に

自然に親しみ、その大切さを学びました

　台湾東部の花蓮県瑞穂郷と沼田町は６月２０日
（木）友好交流協定を締結いたしました。
　締結式はオンラインで行われ、横山町長をはじめ、
台北駐日経済文化代表処の謝

しゃ

長
ちょうてい

廷代表や瑞穂郷か
らは呉

ご

萬
まんとく

徳郷長らが出席されました。
　今回の協定では、自然豊かな地域で、良質な米や
畑作物などの産地などの共通がある瑞穂郷と地域資
源や文化、伝統芸能をより深く理解し、お互いの発
展に向けた連携や日台青少年交流を促進することな
どを目的としており、横山町長は「雪国体験や夜高
あんどん祭りなどの伝統芸能、未来を担う青少年交流を進めていきたい」と話されました。

６

20

６

12

６

19

07    2024.7NUMATA



まちレポ
Town Topics

石狩沼田駅イベント「沼ルシェ」
貸切り列車「ぬまた号」も運行！

　沼田町駅未来協議会（松尾敦史会長）が主催する
石狩沼田駅イベント「沼ルシェ」が６月２２日（土）
石狩沼田駅で開催されました。
　今年度２回目の開催となる「沼ルシェ」では、留
萌本線グッズの販売のほか、「沼田黒毛和牛まん」
や雪中米の米粉を使った「はしまき」、クラフトビー
ルが販売されたほか、キハ４０が２両で編成された
貸切り列車「ぬまた号」も運行し、多くの鉄道ファ
ンや町民の方々で賑わいました。

６

22

チャリティビールパーティ
商工会女性部・青年部

　沼田町商工会女性部（三浦実希部長）・青年部（木
村拓哉部長）が主催するチャリティビールパーティ
が、６月２１日（金）町民会館で開催されました。
　会場には、町内外から約２８０名の方が訪れ、焼
き鳥やメンマ＆チャーシューセットなどビールに合
うグルメが販売されたほか、ダンスや吹奏楽などの
演奏、豪華景品が当たる抽選会が行われ、楽しいひ
とときを過ごされていました。
　今回のビールパーティの売上の一部は社会福祉協
議会及び公益社団法人北海道交通遺児の会に寄付されました。

６

21

　道内初となる公設民営のクラフトビール工場の建
設工事を前に、６月２４日（月）安全祈願祭が行わ
れました。
　安全祈願祭には、町議会議員や施工者ら３７名が
出席し、横山町長をはじめ、各関係者による鍬入れ
や祈願が行われました。
　クラフトビール工場は、地域の新たな観光資源や
雇用の創出、地域の活性化を目指し建設され、雪中
米などの原材料を使用したビールが製造、販売され
ます。また、建設については１１月下旬に工事を完了する見込みであり、２０２５年からの稼働を
目指しています。
　横山町長は「観光や移住などの充実を図り、沼田町の明るい未来へと繋げていきたい。そして将
来、子供の教育や子育て支援が充実するためのこども基金へと繋がるように願いたい」と挨拶され、
施工者を代表して寺岡工務株式会社岩

いわぶちけんじ

渕賢二代表取締役社長からは「クラフトビール工場の建設に
携われることに感謝し、沢山の方々に沼田町のクラフトビールを飲んでいただきたい」と述べられ
ました。

クラフトビール安全祈願祭
新たな町の特産品づくり６

24
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野野
のの

  友友
ともしろともしろ

城城氏に瑞宝単光章を伝達氏に瑞宝単光章を伝達野
の

 友
ともしろ

城氏に瑞宝単光章を伝達
　元沼田消防団副団長の野友城氏（北竜１）
に横山町長から瑞宝単光章が伝達されまし
た。
　野氏は、昭和３１年から沼田町消防団員
として約３５年間の永きに亘り、地域に貢
献され、平成２年から 2 年間は副団長を務
められました。
　伝達式で野氏は「これからも火災のない
町づくりを推進していってほしい」と述べ
られました。

表彰 高
たかはし

橋節
せ つ お

男氏に戦没者遺族援護功労者に対する
知事感謝状が贈呈されました

事業継続・魅力向上ぬまた活性化支援事業補助金
を交付いたしました。

　令和６年６月４日に開催された第５５回全道戦没者
遺族大会において、高橋節男氏に戦没者遺族援護功労
者に対する知事感謝状が贈呈されました。
　この感謝状は、沼田町遺族会会長として沼田町招魂
祭への協力や戦没者追悼式の開催など、長年にわたり
戦没者遺族の援護事業に携わった功績に対し贈られた
もので、高橋氏は「恒久平和を目指すとともに、戦没
者遺族を守っていきたいという想いで活動してきまし
た」と話されていました。

　店舗の新築や空き店舗等を活用した新たな商業活動、起業や商品開発等への取組、事業を
継続するための取組、まちおこし事業や自主的・継続的なまちづくりに取り組もうとする方
などへ経費の一部を助成する「事業継続・魅力向上ぬまた活性化支援事業補助金」を交付し
ました。

日　付　　　　　　　交付先
令和６年３月２５日　かわしま菓子舗（川

かわしま

嶋　 敬
  たかし

氏）
　　　　４月　３日　鶴

つるやま

山　甲
こうしん

晋氏
　　　　　　２６日　有限会社松尾住設（松

ま つ お あ つ し

尾敦史代表取締役）
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ボランティア活動にご協力いただきました！
６/ １１ 有限会社北永

６/ １２ 沼田町赤十字奉仕団 ６/ １３ 沼田ライオンズクラブ

６/ １０ 深川更生保護女性会の会員

６/ ２０ 北竜地区の皆さま

　約２００株の花が植えられた大型プランター
を、暮らしの安心センター、町民パークゴルフ
場などに設置していただきました。

　町民パークゴルフ場などにサルビア、マリー
ゴールドなどのプランターを約５０個寄贈いた
だきました。

　旧沼田厚生クリニック前の町道植樹帯に色と
りどりのマリーゴールドを約３５０本植えてい
ただきました。

　入所している少年達とマリーゴールドやサル
ビアなどを就業支援センターの花壇に植えてい
ただきました。

　本願寺駅逓の窓ふきや床のほうきがけなど、
１年間溜まった汚れを落としていただきまし
た。

本年もご協力いただき、
ありがとうございました！
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